
井
原
分
団
第
３
部
は
、
自
治

連
合
会
役
員
や
Ｏ
Ｂ
を
招
い
て

午
前
六
時
か
ら
機
庫
前
で
式
を

行
い
、
三
宅
一
正
部
長
が
「
今

年
は
新
人
二
名
を
迎
え
ま
し

た
。
団
員
一
丸
と
な
っ
て
無
火

災
を
目
指
し
ま
す
の
で
、
住
民

の
皆
様
に
は
ご
指
導
ご
鞭
撻
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
な

ど
と
決
意
を
述
べ
た
。

続
い
て
倉
掛
夏
目
地
区
を
代

表
し
て
倉
掛
自
治
連
合
会
の
川

相
益
一
会
長
が
「
健
康
に
留
意

さ
れ
、
本
年
も
地
域
防
災
に
ご

尽
力
い
た
だ
き
た
い
」
と
団
員

を
激
励
し
た
。

各
式
典
を
終
え
た
井
原
分
団

（
岡
本
博
文
分
団
長
＝
夏
目
地

区
）
は
、
防
火
ク
ラ
ブ
の
少
年

団
員
や
婦
人
会
役
員
ら
と
共
に

本
通
り
筋
で
防
火
パ
レ
ー
ド
を

実
施
。
午
後
十
二
時
三
十
分
頃

よ
り
向
町
河
原
で
ラ
ッ
パ
の
合

図
と
共
に
実
戦
さ
な
が
ら
の
消

火
訓
練
を
披
露
し
た
。

本
年
度
の
井
原
分
団
本
部
長

に
倉
掛
５
の
２
組
川
相
謙
治
さ

ん
（
平
成
十
九
年
３
部
長
）
が

就
任
し
た
。

平
成
二
十
一
年
度
倉
掛
自
治

会
決
算
見
通
し
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
自
治
連
合
会
の
山
岡
弘

幸
会
計
に
よ
る
と
、
収
入
は
一

般
会
費
及
び
事
業
所
会
費
共
に

前
年
度
並
み
。
一
方
、
支
出
は

本
年
度
も
災
害
が
無
く
、
懸
案

の
社
会
福
祉
会
費
も
据
え
置
か

れ
た
こ
と
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
予

算
内
に
納
ま
っ
た
。

手
作
り
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
実

施
し
た
倉
掛
文
化
祭
関
連
の
持

ち
出
し
は
、
井
原
公
民
館
で
借

り
た
白
布
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
代

や
印
刷
費
な
ど
約
２
万
円
。
こ

れ
は
当
初
予
算
に
計
上
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
た
め
、
予
備
費
か

ら
充
当
さ
れ
る
。

三
ヶ
所
へ
防
犯
灯
を
新
設
し

た
件
に
つ
い
て
山
岡
会
計
は
、

「
健
全
財
政
を
維
持
し
な
が
ら

安
全
性
も
確
保
す
る
必
要
が
あ

る
」
。
第
一
回
倉
掛
文
化
祭
開

催
に
つ
い
て
川
相
自
治
連
合
会

長
は
「
地
域
の
皆
様
や
地
元
Ｎ

Ｐ
Ｏ
の
ご
協
力
が
大
き
い
。
今

後
に
つ
い
て
は
白
紙
の
状
態
だ

が
、
検
討
さ
れ
る
べ
き
事
項
」

と
話
し
て
い
る
。

小
さ
な
親
切
運
動
井
原
支
部

で
は
、
地
域
に
活
力
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
植
え
込
も
う
と
「
心
の

活
動
」
を
行
っ
て
い
る
。

主
催
者
は
「
本
年
も
住
民
の

協
力
を
得
て
小
田
川
を
き
れ
い

に
す
る
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
計
画

し
ま
し
た
。
井
原
堤
の
桜
が
開

花
目
前
の
環
境
美
化
運
動
で

す
。
多
く
の
皆
様
で
桜
祭
り
を

盛
り
上
げ
る
た
め
、
多
数
の
ご

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
協

力
を
求
め
て
い
る
。

◇

◇

▽
と
き
：
三
月
二
十
日
（
土
）

▽
集
合
：
舞
鶴
公
園
（
井
原
町

新
橋
下
）
午
前
九
時

小
雨
決
行

▽
内
容
：
小
田
川
の
環
境
美
化

（
新
橋
～
大
正
橋
間
の

清
掃
と
ゴ
ミ
拾
い
）

▽
用
具
：
ビ
ニ
ー
ル
袋
・
軍
手

は
井
原
支
部
で
準
備

▽
対
象
：
井
原
地
区
住
民

▽
窓
口
：
井
原
商
工
会
議
所

（
62
）
０
４
２
０
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倉 掛 自 治 連 合 会
井原市井原町倉掛
会 長 ／ 川 相 益 一

〈 編 集〉

倉 掛 自 治 連 合 会
倉 掛 婦 人 会
倉 掛 少 年 団 育 成 会
消防井原分団第３部

（１）

ホームページ http://www.ibara.ne.jp/~kurakake/

井
原
市
消
防
出
初
式
が
一
月
十
七
日
に
挙
行
さ
れ
、
市
内

各
分
団
の
団
員
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
式
典
に
臨
み
、
パ
レ
ー
ド

や
放
水
訓
練
な
ど
を
実
施
し
て
本
年
度
の
活
動
に
入
っ
た
。

部 長 三宅 一正（倉掛）
副部長 今井 豊（倉掛）
副部長 竹内 誠（夏目）
会 計 笠原 慶一（倉掛）
会 計 山岡 正和（倉掛）
消防班長 瀬川 隆治（倉掛）
厚生班長 松本 大（夏目）
機械班長 西山 喬士（夏目）
水源班長 吉岡 公希（倉掛）
組 長 川相 智正（夏目）
団 員 田中 利樹（倉掛）
団 員 松井 淳（夏目）
団 員 丸山 裕二（倉掛）
団 員 妹尾 英哲（倉掛）
団 員 三嶋 紀之（倉掛）
団 員 豊池 秀之（倉掛）
団 員 平川 貴章（夏目）
団 員 長尾 央司（倉掛）
団 員 塚原 一徳（夏目）
団 員 瀬藤 慎二（倉掛）

※カッコ内は関係地区

文
化
祭
出
費
は
２
万
円

出 初 式

倉掛自治会
決算見通し

井原分団第３部が機庫のシロ

アリ被害に頭を痛めている。数

年前、押入れの整理中にシロア

リは見つかった。その範囲は

徐々に拡大。昨年は畳の座が抜

け落ち応急処置を施した。

平成１７年春に消防署が新築

移転したことに伴い、第３部は

市の中枢を災害から守る大きな

役割を担っている。しかし、昭

和４５年８月に建てられた機庫

は老朽化が進み、駐車場も無い

ことから通行人や近隣住民へ迷

惑をかけることもしばしば。

倉掛自治連合会の川相益一会

長は「機庫の建て替えは倉掛と夏目の

大きな課題。いずれは両地区で協議し

て市へお願いすることになる。既にそ

の時期はきているようにも思うが…」

と話している。

市中枢守る

第 ３ 部

建

て

替

え

望

む

声

も

第

３

部

団

員

名

簿



住
民
と
の
対
話
を
市
政
へ
反

映
さ
せ
よ
う
と
、
市
内
十
三
地

区
を
市
長
自
ら
回
る
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
市
民
推
進
室
が
二
月

十
日
夜
、
井
原
公
民
館
で
も
開

か
れ
、
井
原
町
ま
ち
づ
く
り
の

会
の
関
係
者
ら
約
三
十
人
が
出

席
し
た
。

開
会
に
あ
た
っ
て
井
原
公
民

館
の
平
川
館
長
が
「
ま
ち
づ
く

り
の
現
状
や
課
題
に
つ
い
て
皆

様
の
ご
意
見
を
お
聞
き
し
た

い
」
。
続
い
て
滝
本
市
長
は

「
観
光
協
会
に
よ
る
井
原
桜
ま

つ
り
も
三
月
十
八
日
か
ら
四
月

十
一
日
に
決
ま
り
ま
し
た
。
限

ら
れ
た
時
間
で
は
あ
り
ま
す

が
、
本
日
の
会
が
実
り
多
き
も

の
と
な
る
よ
う
期
待
し
て
い
ま

す
」
な
ど
と
挨
拶
し
た
。

課
題
提
起
で
井
原
町
ま
ち
づ

く
り
の
会
の
三
宅
会
長
は
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
っ
て
本
年
度

の
桜
ま
つ
り
と
鬼
ま
つ
り
パ
レ

ー
ド
の
様
子
を
紹
介
。
「
事
前

準
備
等
は
大
変
で
す
が
、
こ
の

活
動
を
継
続
し
て
欲
し
い
と
い

う
声
も
多
い
」
と
述
べ
、
出
席

者
に
協
力
を
求
め
た
。

桜
ま
つ
り
関
連
で
は
「
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
踊
り
を
絡
め

て
地
域
活
性
化
を
図
ろ
う
」
。

鬼
ま
つ
り
に
つ
い
て
は
「
皆
が

楽
し
む
こ
と
に
よ
っ
て
周
辺
か

ら
人
も
集
ま
っ
て
く
る
」
「
自

分
か
ら
鬼
に
な
っ
て
楽
し
む
の

が
基
本
」
と
い
っ
た
考
え
が
示

さ
れ
た
。

一
連
の
会
議
の
あ
り
方
に
つ

い
て
「
も
っ
と
意
見
の
出
や
す

い
形
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い

か
」
と
い
っ
た
要
望
も
出
さ
れ

た
。

倉
掛
山
岳
同
好
会
が
今
年
九

月
十
八
～
二
十
日
に
実
施
す
る

北
ア
ル
プ
ス
乗
鞍
岳
（
３
０
２

６
ｍ
）
登
山
ツ
ア
ー
の
参
加
者

を
募
集
し
て
い
る
。
乗
鞍
岳
は

２
７
０
２
ｍ
地
点
ま
で
バ
ス
で

行
け
る
こ
と
か
ら
初
級
者
に
も

人
気
が
高
い
。
今
回
は
高
山
市

内
の
ホ
テ
ル
に
一
泊
し
て
三
日

目
に
白
川
郷
へ
も
立
ち
寄
る
。

▽
会
費
：
３
万
１
０
０
０
円

▽
申
込
：
一
次
締
切
は
三
月
末

※
谷
和
政
ま
た
は
渡
辺
建
材

へ
申
し
込
む
。

郷
社
足
次
山
神
社
で
一
月
三

十
一
日
、
厄
除
け
祈
願
祭
が
執

り
行
わ
れ
、
井
原
市
内
の
氏
子

ら
多
数
が
参
拝
し
た
。

午
前
十
時
か
ら
拝
殿
で
始
ま

っ
た
第
一
回
目
の
御
祓
い
に
は

男
女
十
二
人
が
参
列
。
大
山
秀

憲
宮
司
が
一
人
ひ
と
り
の
氏
名

な
ど
を
読
み
上
げ
て
厄
を
祓
い

一
年
を
無
事
に
乗
り
切
れ
る
よ

う
共
に
祈
っ
た
。

郷
社
の
厄
除
け
祈
願
祭
は
二

月
第
一
日
曜
日
に
執
り
行
わ
れ

る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
し
か
し
、

今
年
は
二
月
七
日
が
節
分
か
ら

数
日
経
過
す
る
た
め
、
一
月
三

十
一
日
に
早
め
た
も
の
。

六
十
代
の
男
性
は
「
嫁
い
だ

次
女
の
厄
祓
い
を
お
願
い
に
き

ま
し
た
。
こ
れ
で
気
持
ち
が
落

ち
着
き
ま
し
た
」
と
話
し
て
い

た
。
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3/ 7  井原分団第３部試運転日

3/ 7  全国健康マラソン井原大会

3/13  資源の日

古紙古着・廃食油回収

午前７時30分～９時

3/14  倉掛少年団入退団式

午前９時～ つどえ～る

3/14  経ケ丸山頂ファミリーマラソン

3/14  井原市消防操法訓練大会

井原小学校

3/14～15 いばらサンサン交流館公開日

3/20  小田川クリーン作戦

午前９時 舞鶴公園集合

3/20  倉掛自治会21年度決算総会

午後７時～ 倉掛公民館

4/ 2  郷社清掃 午前８時～

4/ 4  井原分団第３部試運転日

4/ 4  郷社まつり

4/ 4  倉掛少年団・郷社境内清掃

（２）

◆ 行 事 予 定 ◆倉 掛 ほ っ と 情 報
■倉掛婦人会が長机を寄贈

平成２１年度倉掛婦人会（丸

山節子支部長）は先の役員会に

おいて、倉掛公民館の備品充実

を図ろうと折りたたみ式長机２

脚の寄贈を取り決めた。

■つどえ～るパソコン講座

井原市市民活動センター

・つどえ～るが４月から始

まる２０１０パソコン講座

の受講生を募集している。

年会費は1000円で資料代は

別途必要。無料講座（つどえ～るではじめ～

る）は年間をとおして学習できるのが特徴。

有料講座（つどえ～るでならえ～る）は１回

２時間500円。詳しくは６２－９０９０へ。

氏

子

ら

多

数

参

列

足次山神社

井原地区協働のまちづくり市民推進室

桜
の
開
花
シ
ー
ズ
ン
を
前
に

雑
草
や
雑
木
の
生
い
茂
る
小
田

川
を
き
れ
い
に
し
よ
う
と
、
井

原
町
ま
ち
づ
く
り
の
会
（
三
宅

秀
治
会
長
・
猪
原
地
区
）
主
催

に
よ
る
河
原
の
草
刈
り
が
二
月

二
十
一
日
、
多
く
の
住
民
を
動

員
し
て
行
わ
れ
た
。

作
業
は
午
前
八
時
三
十
分
か

ら
一
斉
に
始
ま
り
、
新
橋
～
大

正
橋
に
至
る
約
１
・
５
㌔
間
で

草
刈
機
の
エ
ン
ジ
ン
音
が
響
き

渡
っ
た
。
正
午
ご
ろ
解
散
と
な

っ
た
が
、
倉
掛
自
治
連
合
会
役

員
は
大
正
橋
下
手
へ
移
動
。
独

自
で
草
刈
り
を
継
続
し
た
。

（
写
真
下
＝
大
正
橋
付
近
で
の

草
刈
作
業
）

９/１８

井原発 21：30

９/１９

平湯（朝食）7：00 → 乗鞍畳平（2702ｍ）

9：00…<登山>… 剣が峰(3026ｍ)…<下山>…

乗鞍畳平12：00 → 平湯（昼食）14：30→高

山市（散策・ホテル泊）※各自夕食

９/２０

高山朝市 8：40～9：30 →高山ＩＣ⇒白川郷

ＩＣ→白川郷（散策・昼食）10：30～12：30

→白川郷ＩＣ⇒笠岡ＩＣ→井原着 20：30

井
原
公
民
館
で
開
か
れ
た
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
市
民
推
進
室
の
模
様

井 原 町
まちづくりの会


